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⚫
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携
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０
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潟
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～
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12

27
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本
館
展
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昭
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１
０
０
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念
展

「
記
録
資
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秋
田

の
１
世
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（
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期
）

（
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別
展
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室
）
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日

～

月

日

26

(土)
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「
大
坂
冬
の
陣
と
秋
田
藩
」

（
特
別
展
示
室
）

月
５
日

～

月
１
日
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(木)
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(火)

◆
公
文
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⚫

古
文
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解
読
講
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（
応
用
編
）

月

日

･

月

日

･
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16

(金)

11

20

(金)

月

日

12

18

(金)

⚫

記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

月

日

･

月

日

10

8

(木)

12

10

(木)

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変

更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
御

了
承
く
だ
さ
い
。

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

令
和
８
年
の
干
支

は
、「
午
」
で
す
が
、

当
館
の
所
蔵
資
料
の

中
に
は
、
馬
が
描
か

れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

上
の
絵
は
、
伊
藤

家
文
書｢

(

乗
馬
指
南

書)｣
(

伊
藤

)

に
描

52

か
れ
て
い
る
７
つ
の

馬
の
絵
の
う
ち
の
一

つ
で
す
。

武
士
を
乗
せ
て
走

る
馬
の
様
子
が
、
馬

体
の
模
様
を
は
じ
め
、

表
情
や
足
の
運
び
、

尻
尾
の
動
き
に
至
る

ま
で
捉
え
ら
れ
て
お

り
、
加
え
て
、
手
綱

を
引
く
武
士
の
様
子
、

鞍
や
鐙
、
馬
銜
と
い

は

み

っ
た
馬
具
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。
視
覚

的
な
情
報
を
見
る
者

に
的
確
に
伝
え
る
と

同
時
に
躍
動
感
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

資
料
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
３
頁
の
資

料
紹
介
で
取
り
上
げ

て
お
り
ま
す
の
で
、

御
一
読
く
だ
さ
い
。



秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
大
坂
冬
の
陣

（
慶
長

年
（
１
６
１
４
））
に
関
係
す

19

る
資
料
を
多
く
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、「
梅
津
政
景
日
記
」「
国

典
類
抄
」「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
や
関
連

す
る
絵
図
資
料
、
軸
装
さ
れ
た
肖
像
画
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
年
前
に
寄
贈
さ
れ
た
「
三
浦

畑
四
郎
収
集
資
料
」
の
中
に
、
秋
田
藩
初

「
摂
州
大
坂
冬
夏
御
陣
図｣

(

Ａ
Ｈ
２
１
２ｰ

０
３)

代
藩
主
佐
竹
義
宣
の
側
近
梅
津
憲
忠
が
、

大
坂
冬
の
陣
今
福
の
戦
場
か
ら
弟
の
梅
津

政
景
に
宛
て
た
書
状
３
通
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
は
、
生
々
し
い
合
戦
の
様
子
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
貴
重
な
資
料
を
通
し
て
、

大
坂
冬
の
陣
と
秋
田
藩
佐
竹
氏
の
奮
闘
ぶ

り
を
示
す
展
示
を
行
い
ま
す
。

ど
う
か
ご
来
館
い
た
だ
き
、
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

場
所

２
階

特
別
展
示
室

日
程

月
５
日

～

月
１
日

11

(木)

12

(火)

時
間

時
～

時

10

17

※
た
だ
し
、

月

日

、

日

、

11

11

(水)

18

(水)

日

は
休
館
日

25

(水)

【
伊
藤

成
孝
】

「
梅
津
憲
忠
肖
像
」（
吉
田

）
77

今
夏
の
閲
覧
室
ミ
ニ
展
示
で
は
、
ご
覧

い
た
だ
い
た
お
客
様
に
さ
さ
や
か
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。「
救
荒
食
物

図
解
」
の
展
示
で
は
、
写
真
①
の
野
草
解

説
書
、「
久
保
田
城
下
百
物
語
」
で
は
写

真
②
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
妖
怪
し
お
り
で
し
た
。

「
救
荒
食
物
図
解
」
は
明
治
の
聖
農
・

石
川
理
紀
之
助
が
飢
饉
の
際
に
食
用
に
な

る
野
草
と
そ
の
調
理
法
を
解
説
し
た
も
の

で
す
。
野
草
解
説
書
で
は
、
小
豆
菜
や
タ

ン
ポ
ポ
な
ど
８
種
の
野
草
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
、
く
ず
し
字
の
解
読
も
載
せ
ま
し

た
。
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
持
ち
運
び
で
き

ま
す
。

「
久
保
田
城
下
百
物
語
」
は
、
藩
士
た

ち
が
百
物
語
を
開
い
た
夜
、
城
下
の
各
場

所
か
ら
妖
怪
ど
も
が
集
ま
り
、
最
後
の
ろ

う
そ
く
が
消
え
た
後
に
脅
か
そ
う
と
し
た

様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。
く
ず
し
字
を

読
み
解
き
な
が
ら
妖
怪
の
名
前
を
調
べ
た

り
、
城
下
絵
図
を
使
っ
て
妖
怪
の
出
現
場

所
を
探
っ
た
り
で
き
る
体
験
型
展
示
と
し

ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
展
示
企
画
も
小
さ
い
お
子
様

か
ら
大
人
の
方
ま
で
喜
ば
れ
、
公
文
書
館

の
所
蔵
資
料
を
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
柴
田

知
彰
】

写真② 恐怖(？)のオリジナル妖怪しおり

公文書館だより第53号 2

夏
の
閲
覧
室
ミ
ニ
展
示
、「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
が
大
好
評

写真① 飢饉時に食べていた野草を図解！

企
画
展
「
大
坂
冬
の
陣
と
秋
田
藩
」
開
催



当
館
が
近
年
新
た
に
寄
贈
を
受
け
、
整

理
を
完
了
し
た
資
料
群
の
う
ち
、「
河
合

清
収
集
資
料
」
お
よ
び
「
伊
藤
家
文
書
」

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
河
合
清
収
集
資
料
」
に
は
、
大
小
姓

を
務
め
る
秋
田
藩
士
宇
佐
美
久
太
夫
［
慶

応
元
年
（
１
８
６
５
）
で
は
二
〇
三
石
］

が
江
戸
藩
邸
詰
を
命
じ
ら
れ
た
際
の
日
記

１
点
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
伊
藤
家
文
書
」
は
、
公
開
点

数

点
の
資
料
群
で
す
。
本
資
料
群
は
延

59
宝
８
年
（
１
６
８
０
）
か
ら
明
治

年
（
１

34

９
０
１
）
ま
で
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。伊
藤
家
は
江
戸
時
代
に
秋
田
藩
の「
馬

医
」
を
務
め
た
家
柄
で
あ
り
、
そ
の
伝
来

資
料
に
は
近
世
の
馬
医
関
係
資
料
な
ど
の

専
門
技
術
の
記
録
か
ら
、
近
代
に
移
行
す

る
時
期
の
土
地
売
買
や
年
貢
関
係
の
村
政

資
料
、
さ
ら
に
は
家
計
・
慶
弔
な
ど
の
家

政
記
録
ま
で
、
地
域
社
会
と
家
政
の
営
み

を
示
す
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
群
に
は
、
当
時
の
藩
士

の
足
跡
や
社
会
の
変
遷
を
知
る
う
え
で
の

基
本
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

特
徴
的
な
３
つ
の
資
料
に
つ
い
て
以
下
に

紹
介
し
ま
す
。

(

１)

「
記
録

公
私
混
雑
全
一

安
政
五
年

午
六
月
ヨ
リ
」（
資
料
番
号
：
河
合
１
）

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
６
月
か
ら
翌

年
に
か
け
て
、
宇
佐
美
久
太
夫
が
記
し
た

日
記
で
す
。

江
戸
藩
邸
へ
の
１
年
間
の
赴
任
を
命
じ

ら
れ
た
宇
佐
美
が
、
久
保
田
か
ら
の
往
復

の
旅
路
や
、
現
地
で
の
任
務
を
克
明
に
記

録
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
記
内
に
は
、

当
時
流
行
し
た
コ
レ
ラ
の
対
処
法
と
し
て

薬
方
を
記
し
た
「
覚
」
や
、
異
国
軍
艦
の

品
川
沖
来
航
を
伝
え
る
「
御
長
屋
触
」
な

ど
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）「
覚
（
馬
医
の
医
療
に
つ
い
て
の

意
見
）」（
資
料
番
号
：
伊
藤

）
41

嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
）
７
月
に
、
藩

の
馬
医
か
ら
地
域
の
馬
医
た
ち
へ
宛
て
て

出
さ
れ
た
「
覚
」
で
す
。

当
時
は
、
自
己
流
の
治
療
に
よ
っ
て
馬

を
死
な
せ
て
し
ま
う
事
例
が
相
次
い
で
お

り
、
こ
れ
に
対
し
て
藩
主
の
命
に
よ
り
取

締
り
が
強
化
さ
れ
た
背
景
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。無
資
格
で
の
治
療
行
為
を
禁
止
し
、

正
規
の
指
導
者
へ
弟
子
入
り
し
て
認
定
を

受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
ほ
か
、
申
請

時
の
村
役
人
に
よ
る
連
名
願
書
の
提
出
な

ど
、
藩
に
と
っ
て
重
要
な
産
業
基
盤
で
あ

っ
た
馬
の
医
療
技
術
を
、
厳
格
に
管
理
し

よ
う
と
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

(

３)

「（
乗
馬
指
南
書
）」（
資
料
番
号
：
伊

藤

）
52延

宝
８
年
（
１
６
８
０
）
８
月
に
記
さ

れ
た
、
長
さ
４
．
５
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
図

絵
を
含
む
長
文
の
資
料
で
す
。

資
料
に
は
「
乗
馬
の
案
内
」
と
し
て
、

乗
馬
や
馬
術
に
関
す
る
具
体
的
な
心
得
が

７
項
目
に
わ
た
り
説
か
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
「
一
番
」
の
項
目
で
は
、
馬
を
調
教

す
る
初
期
の
７
日
間
は
馬
具
（
鞍
・
轡

く
つ
わ

・
鐙
）
を
変
え
て
は
な
ら
ず
、
乗
る
人
を

途
中
で
変
え
る
こ
と
も
馬
の
反
応
が
乱
れ

て
良
く
な
い
と
戒
め
て
い
ま
す
。
藩
の
馬

医
を
代
々
務
め
た
伊
藤
家
に
お
け
る
、
初

期
の
専
門
技
術
の
伝
承
や
教
育
の
あ
り
方

を
示
す
資
料
で
す
。

今
回
紹
介
し
た
資
料
は
、
い
ず
れ
も
当

館
へ
の
閲
覧
申
請
手
続
き
を
経
て
、
実
際

に
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
先
人
た
ち
が
残
し
た
生
き
た
歴

史
の
証
に
触
れ
、
新
た
な
秋
田
の
魅
力
を

発
見
す
る
一
助
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

御
利
用
く
だ
さ
い
。

【
渡
部

拓
】

公文書館だより第53号 3

新
収
蔵
資
料
の
紹
介

～
「
河
合
清
収
集
資
料
」
と
「
伊
藤
家
文
書
」
～
資
料
紹
介



東
山
文
庫
か
ら
、民
俗
学
の
創
始
者
と
い

う
べ
き
柳
田
国
男
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す

（
Ａ
Ｈ
２
８
９
）
。

同
文
庫
は
、秋
田
の
郷
土
史
研
究
に
大

き
な
功
績
を
残
し
た
東
山
太
三
郎
氏
の
著

作
や
ノ
ー
ト
、ま
た
そ
の
収
集
資
料
か
ら
な

る
資
料
群
で
す
が
、こ
の
書
簡
は
、柳
田
が

東
山
自
身
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
で
す
。

書
簡
に
は
、「
六
月
十
五
日
」
と
だ
け
あ

っ
て
年
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。封
筒
に
あ
る
郵

便
局
の
印
は
、左
側
が
や
や
か
す
れ
て
い
て

読
み
取
り
に
く
い
の
で
す
が
、「

．

．

」

2

6

15

と
み
え
、お
そ
ら
く
昭
和
２
年
の
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

内
容
は
、菅
江
真
澄
の
著
作
に
関
す
る

こ
と
で
す
。こ
の
年
の
５
月

日
か
ら
、柳

10

田
は
、男
鹿
半
島
に
二
泊
し
、奈
良
環
之
助

た
ま

の
案
内
に
よ
り
徒
歩
で
半
島
を
一
周
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、５
月

日
に
は
、大
曲
農
業
学
校

14

で
「
東
北
と
学
問
」
と
題
し
て
講
演
し
、翌

日
に
は
、秋
田
図
書
館
で
行
わ
れ
て
い
た

15秋
田
考
古
会
春
季
総
会
で
、飛
び
込
み
の

よ
う
な
か
た
ち
で
「
菅
江
真
澄
百
年
祭
を

前
に
し
て
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
ま
す

（
以
上
、柳
田
国
男
全
集
・別
巻
１
、筑
摩

書
房
）
。

さ
て
書
簡
は
、冒
頭
の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ

に
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
（
写
真
掲

載
部
分
）
。

さ
て
真
澄
翁
遊
覧
記
の
こ
と
、

帰
京
致
、
内
閣
本
の
目
録
と
比

べ
候
も
此
方
に
欠
け
秋
田
ニ
存

す
る
も
の
ハ
、「
ハ
シ
ワ
の
若
葉
」

等
十
二
三
種
も
有
之
候
て
、
此

方
に
の
ミ
存
す
る
も
の
ハ
一
つ

も
無
之
、
結
局
全
集
編
纂
の
場

合
は
、
秋
田
図
書
館
を
中
心
と

す
る
の
他
な
き
を
知
り
申
候

こ
こ
で
柳
田
が
言
っ
て
い
る
の
は
、真
澄

の
原
本
で
は
な
く
、精
巧
に
模
写
さ
れ
た
複

製
本
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。全
集
の
編
纂
に
は
、秋
田
図
書
館
本
を

中
心
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、掲
載
部
分
の
末
尾
に
は
「
雄
鹿
の

寒
風
」
の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
が
、続
き
の

さ
む
か
ぜ

文
と
と
も
に
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

雄
鹿
の
寒
風
と
題
す
る
一
篇
、

御
示
し
の
表
中
に
見
え
ず
し
て

内
閣
に
の
み
有
之
候
か
、
是
ハ

或
は
秋
田
現
在
の
「
小
鹿
能
鈴

風
」
と
一
つ
に
や
、
御
序
に
御

一
検
為
ハ
り
度
、
此
方
の
寒
風

ハ
文
化
七
年
十
月
の
遊
記
に
有

之
候

こ
こ
に
み
え
る
「
寒
風
」
「
鈴
風
」
は
、

す
ず
か
ぜ

「
秋
風
」
「
春
風
」
「
島
風
」
と
な
ら
ん
で
、

あ
き
か
ぜ

は
る
か
ぜ

し
ま
か
ぜ

「
男
鹿
五
風
」
と
総
称
さ
れ
る
紀
行
文
の
一

ご

ふ
う

篇
で
す
。

柳
田
は
、
こ
こ
で
、
内
閣
本
の
「
寒
風
」

は
、秋
田
に
あ
る
「
鈴
風
」
と
同
じ
も
の
だ

ろ
う
か
、
機
会
を
み
て
確
認
し
て
ほ
し
い

と
、東
山
に
頼
ん
で
い
ま
す
。ま
だ
「
男
鹿
五

風
」
す
べ
て
の
発
見
に
い
た
っ
て
い
な
い
段
階

の
も
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
書
簡
に
は
、柳
田
の
知
人
が
、

弘
前
方
面
で
、「
津
軽
の
奥
」
と
「
外
浜
奇

そ
と
が
は
ま

き

勝
」
と
い
う
二
編
を
確
認
し
た
と
伝
え
、

し
よ
う

何
れ
も
別
書
に
て
、
秋
田
二
庫

の
未
た
伝
へ
ざ
る
所
の
や
う
な

か
ら
、
今
一
応
比
較
せ
ざ
れ
は

断
言
し
不
得
候
、
幸
ひ
に
し
て

此
が
新
し
き
も
の
な
る
と
わ
か

り
候
ハ
ヽ
、
内
閣
ハ
兎
に
角
、

秋
田
の
方
の
御
蒐
集
と
し
て
ハ

補
充
し
度
も
の
と
存
候
、
写
字

料
は
小
生
寄
附
致
候
て
も
よ
ろ

し
く
候

と
述
べ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
は
、真
澄
研
究
者
の
あ
い
だ

で
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。で
す
が
、ど
う
で
し
ょ
う
。行

間
か
ら
、研
究
者
柳
田
の
、調
査
研
究
へ
の

熱
意
と
昂
揚
感
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
こ
そ
が
、こ
の
書
簡
の
魅
力
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。

【
金
森

正
也
】

公文書館だより第53号 4

柳
田
国
男
の
書
簡
「
真
澄
遊
覧
記
」
を
た
ず
ね
て



当
館
は
、
古
文
書
を
利
用
す
る
際
に
必

要
な
く
ず
し
字
解
読
の
基
礎
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、古
文
書
解
読
講
座（
入

門
編
）
を
６
月
か
ら
９
月
ま
で
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
、
全
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
と
第
２
回
で
は
、
ま
ず
楽
し
ん

で
学
習
に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大
河
ド

ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
に
関
連
さ
せ
て
、

「
高
橋
彦
右
衛
門
大
坂
合
戦
覚
書
」（
Ａ

２
８
０-

６
９-

４
１-

６
）
を
テ
キ
ス
ト
に

し
ま
し
た
。
大
坂
冬
の
陣
に
関
す
る
文
書

で
あ
り
、
最
大
の
激
戦
地
と
な
っ
た
今
福

で
の
佐
竹
勢
の
奮
戦
を
記
し
た
も
の
で

す
。
難
し
い
く
ず
し
字
を
古
文
書
解
読
の

字
典
を
使
っ
て
、
講
師
と
と
も
に
読
み
解

き
ま
し
た
。

続
く
第
３
回
で
は
、
現
在
当
館
で
翻
刻

本
を
刊
行
中
の
『
野
上
陳
令
日
記
』
第
３

巻
所
収
の
「
御
学
館
文
学
日
記
５
」（
混

架
０
２
５-

０
２
９-

５
）
を
読
み
解
き
ま
し

た
。
陳
令
が
藩
校
明
徳
館
に
在
職
し
て
い

た
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
起
き
た
飢

饉
に
関
し
て
、
８
月

日
の
記
事
を
テ
キ

18

ス
ト
に
使
い
ま
し
た
。

最
終
の
第
４
回
で
は
、
令
和
３
年
度
に

全
８
巻
の
翻
刻
刊
行
を
終
え
た
『
岡
本
元

朝
日
記
』
よ
り
、
江
戸
の
秋
田
藩
邸
で
家

老
が
体
験
し
た
宝
永
４
年
（
１
７
０
７
）

月
の
富
士
山
噴
火
に
伴
う
地
震
と
降
灰

11の
記
録
を
テ
キ
ス
ト
に
使
い
ま
し
た
。
岡

本
元
朝
の
文
字
は
比
較
的
読
み
や
す
い
く

ず
し
字
な
の
で
、
少
し
長
め
の
も
の
を
講

師
と
と
も
に
読
み
解
き
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
な
進

め
方
を
喜
ば
れ
る
声
が
多
く
、
来
年
度
以

降
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
門
編
に
続
く
応
用
編
は
、

月
か
ら

10

月
ま
で
、
毎
月
１
回
の
開
催
で
す
。

12

【
柴
田

知
彰
】

秋
田
県
で
は
、
昭
和

～

年
代
の

30

50

県
の
事
業
紹
介
、
県
内
各
地
域
の
生
活

や
文
化
、
産
業
、
災
害
な
ど
様
々
な
話

題
を
「
県
政
だ
よ
り
」
や
「
県
政
ニ
ュ

ー
ス
」
と
し
て
製
作
し
、
映
画
館
等
で

上
映
し
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、
当
館

で
は
そ
れ
ら
映
像
、
約
３
０
０
本
を
管

理
保
管
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
大
き

な
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
、
２
日
間
に
わ
た
り
、「
県

政
映
画
上
映
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
８
月

日
と

日
の
２

27

28

日
間
、
午
前
・
午
後
の
各
１
回
、
計
４

回
、
当
館
３
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
昭
和

～

年
代
の
記

30

40

録
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
抜
き
出
し
編
集
し
た｢

昭
和
中
期
を

振
り
返
る｣

を
上
映
。
午
後
の
部
は
地
方

自
治

周
年
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た

30

｢

伸
び
ゆ
く
秋
田｣

を
上
映
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
概
ね
良
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
も
っ
と
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
県
政
映
画
（
１
本
あ
た
り
約

分
）
に
つ
い
て
は
、
普
段
で
も
閲
覧
可

10能
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
公
文
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

【
中
田

暁
】
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「
昭
和
中
期
を
振
り
返
る
」

県
政
映
画
上
映
会
報
告

県
政
映
画
上
映
会
報
告

「
伸
び
ゆ
く
秋
田
」

令
和
８
年
度

古
文
書
解
読
講
座
（
入
門
編
）
の
開
催
報
告



当
館
で
は
今
年
度
、
昭
和
１
０
０
年
記

念
展
「
記
録
資
料
で
た
ど
る
秋
田
の
１
世

紀
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
、

「
秋
田
博
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
て
い

ま
す
。「
秋
田
博
」
は
、
明
治
１
０
０
年

と
八
郎
潟
干
拓
事
業
の
完
工
を
記
念
し
、

大
阪
万
博
の
前
年
、
昭
和

年
８
月
２
日

44

か
ら
９
月

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
も
の

25

で
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
農
業
」
に
と
ど
ま

ら
ず
、
鉱
工
業
、
生
活
、
科
学
な
ど
過
去

か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
ま
で
を
提
示
し

た
も
の
で
し
た
。
展
示
内
容
や
、
開
催
の

状
況
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か

が
、記
録
さ
れ
た
映
像
資
料
が
あ
り
ま
す
。

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス

」
（Ｄ
Ｖ
Ｄ-

０
０

No
107

１
１
０

）
で
は
、「
秋
田
博
め
ざ
し
て
」
と

し
て
、
起
工
式
や
、「
来
年
の
夏
は
秋
田

博
へ
」
と
他
県
に
出
発
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

宣
伝
隊
の
模
様
な
ど
が
、
他
の
ニ
ュ
ー
ス

と
共
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス

」
（Ｄ
Ｖ
Ｄ-

０
０

No
113

１
１
６)

で
は
「
準
備
進
む
秋
田
博
」
と
し

て
、
重
機
が
縦
横
に
動
く
用
地
整
備
や
、

か
ま
く
ら
の
形
を
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
の
鉄

骨
工
事
が
進
む
様
子
、
４
月
に
開
催
さ
れ

た
「
秋
田
博
春
祭
り
」
の
ミ
ス
秋
田
博
コ

ン
テ
ス
ト
、
秋
田
博
音
頭
が
紹
介
さ
れ
る

模
様
が
、
他
の
話
題
と
共
に
納
め
ら
れ
、

開
幕
に
向
け
て
、
県
内
に
お
け
る
気
運
の

醸
成
を
図
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
誘
い
〜
秋
田
博
は
招

く
」
（Ｄ
Ｖ
Ｄ-

０
０
２
８
１)

は
、
県
外
で
の

誘
客
宣
伝
の
た
め
、
制
作
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
、
完
成
予
想
図
で
展
示
内
容
を
紹

介
し
て
い
る
ほ
か
、
秋
田
ま
で
の
所
要
時

間
の
案
内
な
ど
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス

」（
Ｄ
Ｖ
Ｄ-

０
０

No
116

１
１
９
）は
、「
秋
田
博
開
く
」
と
題
し
た

特
集
と
な
っ
て
お
り
、
開
会
前
日
の
誘
客

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
ゴ
ー
ル
の
パ
レ
ー
ド
に
始

ま
り
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
設
工
事
か
ら
、

他
県
で
の
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
前
夜

祭
、
開
会
式
ま
で
の
模
様
、
そ
し
て
、
各

パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
展
示
内
容
、
自
動
車
シ

ョ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
、「
こ
ど
も
の
国
」
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
を
楽
し
む
子
供
た
ち
な
ど
、
博
覧

会
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
、
開
催
期
間
中

の
誘
客
を
意
図
し
た
も
の
で
し
た
。

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス

｣(

Ｄ
Ｖ
Ｄ-

０
０

No
118

１
２
１)

で
は
、
入
場
者
数

万
人
と
盛
況

102

裏
に
終
了
し
た
「
秋
田
博
」
を
振
り
返
り
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
来
場
の
御
様
子
、
閉

会
式
の
模
様
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
映
像
に
は
、
本
来
の
内
容
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
高
度
成
長
期
の
た
だ

中
に
あ
っ
た
世
相
が
、
動
画
で
記
録
さ
れ

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
き
交
う
人

々
の
姿
や
車
両
の
様
子
、
背
景
に
映
る
街

並
な
ど
、
現
在
で
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
も
多
く
、
当
時
を
過
ご
し
た
方
々
に

は
、
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

映
像
資
料
は
、
当
館
で
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
映
像
資
料
の

一
覧
は
、
秋
田
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

当
館
関
連
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（http
s
:/
/
w
w
w
p
re
f
.a
k
ita

.lg
.jp

/
p

a
g
e
s
/
a
rc
h
iv
e
/
5
2
1
8
)【

進
藤

隆
男
】

４
月
か
ら
「
公
文
書
館
だ
よ
り
」

の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
「
秋
田
博
」
と
い
え
ば
、

当
時
、
小
学
３
年
生
の
私
は
、
父

に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
記
憶
は
あ
る
も
の

の
、
初
体
験
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の

印
象
が
あ
ま
り
に
も
強
く
、
正
直
、
他
の

こ
と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

年
57

後
に
、
改
め
て
映
像
を
見
る
と
、
米
俵
の

ア
ー
チ
や
、
酒
を
飲
む
八
岐
大
蛇
な
ど
の

展
示
を
見
た
記
憶
が
頭
の
奥
底
か
ら
蘇

り
、
我
な
が
ら
驚
き
ま
し
た
。

【
進
藤

隆
男
】
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